
ホ理に出よう O BttCT∝ h面quca

オブ手ィミえトギィンギ‐(Opギィンギ‐)
服装を確認し、ライフジャケットを着よう

【服装】
濡れると体温が奪われる。季節に合つたものを着よう。

【ライフジャケット】

ライフジャケットは自分の命を守る、大切なもの。

自分の体に合つたものを選び、陸に上がるまで必す着用しよう。

帽子 (日差しが強いとき)
長そで

長ズボン

ブーツ

ヨットの世界では「夏でも冬支度、晴れでも雨支度」といわれています。どんな天候になつても対処できる

よう万全の準備を整えよう。
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低い姿勢で艇のパランスをとりながら。

乗るときに

①センターボードを入才1る。    |

乗つてから

センターボード

②ラダーを取りつける。

ツク
ド

センターボード
ケース

(筋 )

シ ョ

ストッパー
(ロピン)

風上側のコクピットに座り、スオー ト
にわき腹をつけるようにし背中を艇ベ

リにつけて座る。

く座る正

スオート:

艇中央の間仕切

ヨットに乗る準備 (艤装)をしよう
風

②セールをひろげる。

④風見をつける。

タイヤ

①バウを風上に向けて艇を

置く。

風見取付
⑤マストを立てる。

③バテンを入れる。
マスト

⑥スプリットポールを固定
する。

③シートをとりつける。
ビン

ブーム

ブームライン
エイトツット

ボウラインノット

⑩準備完了。

⑦ブームのジョーを
マストにんЧナる。

③ブームバングシート
を固定する。

バテン

●

シート

〔エイトノット】 【ボウラインノット】 【リーフノット】 【ツー八―フヒッチ】

▼ ▼

ロープワーク oPディンギーで使う□―プワーク鵜えよう。

当▼



走り方 ヽ
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風
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ヨットを早く走らせるには、風の方向とブームの角度を合わせることが大切です。
この、3種類の帆走をマスターしよう。

A クローズ・ ホ… Jレ ド
●風上方向に向ア,｀つて走る走り方。

●ブームの位置を決めて、その位置

を動かさナょしヽょうにして、風の向
きに艇の向きを合わせるように

ティラーを操作して走る。 ＼＼

B リーチング
●横方向から風を受けて走る走り方。

●速しヽスピードが得られる。

●操作はクローズ ホールドと同じである。
●風の吹く方向によつてセールの烏度を変える。

0ティラー (付宅)の使い方
艇はティラーの操作と反対方向に進む。

A A

ローズ・ホールド

C ランエング
●艇のまうしろから風を受けて走る走り方。

●セールのシバーに気を使う必要|よな

いが、ヨットが蛇行しやすく、また、

セールが急に反対側に返ることがあ

るので注意しよう。

//
( メ

デッドツーン

1

Ｊ
¶
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C ランエング

リーチング

風

く

止まるときは
ll

ンートを緩め、風を逃がす。

風上に艇を向ける。

風の方向 lノ

＼

ふ

，

t

t

出艇しよう

風の方向
)

＼＼
①まわりの安全を
確かめる。

＼ゝ

②シートをゆるめたままティラー

を行きたいと思う方向に向けておく。

③シートを少し引しヽてティラーを
まん中に戻して走りだそう。

転覆(キャプサイズ)してしまったら
(風の向きに注意)

t｀。風がパウまたは背中から吹いてくる
位置で艇を起こすこと。
理由 :艇が安定するため

摂を起こす
卜

センターボードを持ち、艇体のヘり

(ガンネル)に足をかけ、後ろに体重を

んЧする。艇が起き上がってきたら、艇体

のヘリをつかみ、センターボードに足を

んЧナ、艇を完全に起こす。

――

――

｀

延)初めは横風を受けて走ろう

＼＼

＼＼

風の方向 ユ
＼＼

③走りはじめる。

②ティラーをまっすぐにして
シートを引く。

①セーリ例よ、シバーして
艇は止まつている。



ルールとマナーを守ろう
①ボートタック艇はスター
ボードタック艇を避ける。

追いこされる艇

スターポードタック艇
f

trul,″

ア

追いこし艇 ③追いこし艇は追いこされる
艇を避ける。

ポートタック艇 風 ＼＼

②風土艇は風下艇を
避ける。 …

Ｌ
　

本
国
回
賜

風下艇

風上艇 =レ ルールを守り、衝突を回避しよう。

THE NIPPON
FOUNDATION BとC

公益財団法人ブルーンー・アンド・グリーンランド財団
〒105‐8480 東京都港区虎ノ門3‐4‐ 10 虎ノ門35森ビル9F
TEL:03‐6402-5310 FAX:03‐ 6402-5315
URL:http://www bgfO「 ,p/ Mail i Shido@bぎ o「 jp

。言贅径暫患等2ξ !

―自分の命は自分で守る一

0いつも天候と風に注意しよう
0指導員の教えと注意を守ろう
0練習中は他人にたようないようにしよう
0他人の迷惑にならないようにしよう
0同じ失敗はくり返さないように気をつけよう
0海を汚さないようにしよう

携帯電話や腕時計など、水辺の野外活動に対
応していない道具を携帯して、ヨットに乗る
ことは止めよう。もし携帯して壊れても自己
の責任です。

区 118番 (海上保安庁)
海で何かあつたら

に運協しよう !!

スタポー

風下 !!

Supporledby 
σ

着艇
風＼＼

＼＼
②メインシー トをゆるめ、

セールに入る風を調整する。

①艇をさん橋に心ヽつけナょしヽ

よう注意。着ける場所の

風下側からゆつくりと静

ヽ

＝

ノ

かに近づける。

④ラダーをはすし、

センターボードを

ぬき取リセールを

艇内にしまう。艇

内の水をくみ出す。

4
4ド

③さん橋をおさえて、艇を
さん橋に係留する。

方向転換(タッキングとジャイビング)
方向転換には、風上に向かつて方向を変える「タッキング」と
風下に向かつて方向を変える「ジャイビング」の2種類があり
ます。ますIよ、比較的簡単にできる「タッキング」をマスター
し、難易度の高い「ジャイビング」にチャレンジしよう。

⑤ ①で引いた分だけ
シートを出し、
ティラーをまつすぐ
にする。

⑤

⑤

④
④セールが艇の中央を通るとき、体を

反対側に移す。新しい風上側に正しく

座り、ティラーをまつすぐにする。

④新ししヽ風上側に正しく座る。 ④

③さらにティラーを少し引きながらシート
を引しヽてセールを反対側に移す。

②～③ 〔体の移動〕

イ)艇が回転し始めるので体を反対側に移す
準備をする。

□)艇が風の正面に向かうとブームが中央に
くるから、頭をЬiつけなしヽように姿勢を

低くして反対側に移る。

八)そのときシートとティラーを体の後ろで
持ち変える。

③ ③

シートとティラーの

持ち変え方

②シートを持つて
しヽる手て、ティラー

をいつしょに持つ。

②
②

① ①シートをゆるめ、ティラーを

引いて後ろから風を受ける。
①ティラーを押し
シートを引く。

①

「タッキング」や「ジャイビング」をするときは、他の艇に衝突しないよう、周りに十分注意しよう。大きな声で、「タックします」といつてから、「タッキング」をおこなう。

〔ジャイビング〕 1 〔タッキング〕

ジャイブ

します !

タック

します !


